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《 北米産大豆 》 

１６／１７年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省がこのほど発表した、１６／１７年度の世界大豆生産・需給予測によれば、生産

量は前回比１.４％増の３億３，０４１万トンとなりました。米国などで増産となった一方で、

インドなどでは減産となっています。 

前回に続き需要も増加しているが、生産高の増加が上回り、期末在庫は前回比６.２％増の

７，１２４万トンと上方修正されました。 

 また、同日発表された１６／１７年度の米国大豆生産・需給予測によれば、作付・収穫面積

は前回並みだったものの、単収が前回比４．７％増と大幅に上方修正されたことにより、生産

量は史上最高見込みとなりました。ただ総供給量は期初在庫が下方修正されたことで、前回比

２．０％と上方修正幅はやや抑えられました。なお総需要量も搾油・輸出共に前回から増加し

たことで前回比１．２％増加しましたが、供給量の増加が上回ったことで、期末在庫が上方修

正され、在庫率も前回の７．３％から８．２％に上昇しました。 

 

１６/１７年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億３，０４１万ｔ （対前年比     ５.７％増） 

消 費 量 ３億２，９８２万ｔ （対前年比     ４.０％増） 

期末在庫量 ７，１２４万ｔ   （対前年比     ２.４％減） 

期末在庫率 ２１.６％      （対前年度差 １.４ポイント減） 

１６/１７年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億１,０５０万ｔ （対前年比     ３.３％減） 

消 費 量 ５，６２２万ｔ   （対前年比     ２.８％増） 

輸 出 量 ５，３０７万ｔ   （対前年比     ３.７％増） 

期末在庫量 ８９７万ｔ     （対前年比    ２９.１％減） 

期末在庫率 ８.２％      （対前年度差 １.６ポイント減） 

 

 

米国大豆開花率、着サヤ率は平年上回る‐作柄良好 

 米農務省がこのほど発表した、８月１４日現在の米国大豆開花率は、主要１８州平均で 

９５％（前週９１％、前年９２％、平年９３％）と平年を２ポイント上回って進捗しています。 

 同日現在の米国大豆着サヤ率は主要１８州平均で５４％（前週３５％、前年４８％、平年 

４４％）と平年を１０ポイント上回っています。 

 また米国大豆作柄状況は、主要１８州平均で普通２１％（前週２１％、前年２６％）、良好

５５％（前週５５％、前年４９％）、優良１７％（前週１７％、前年１４％）と良・優合わせ

て７２％と前年を９ポイント上回っているなど順調に生育が進んでいます。 
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《 国産大豆 》 

〇平成２７年産国産大豆入札情報 

 平成２７年産国産大豆の７月の入札結果が、日本特産農産物協会から発表されました。 

それによると、上場数量６，０９０トンで、落札数量が４，０９１トン、落札率が６７％とい

う結果となりました。平均落札価格は、６０ｋｇ／９，６１２円と前月並みで推移しました。 

 普通大豆の銘柄別では、九州産フクユタカもついに価格が下落し、、一部の産地・品種では

不落も目立つ結果となりました。 

 

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １５年１１月    １，５０３ｔ    １，５０３ｔ    １００％  

     １２月    ３，５１１ｔ    ３，０９５ｔ     ８８％  

  １６年 １月    ８，８６５ｔ    ７，１１９ｔ     ８０％ 

 ２月    ８，８７２ｔ    ６，９１６ｔ     ７８％ 

３月    ８，３４１ｔ    ６，４３９ｔ     ７７％ 

 ４月    ８，５２８ｔ    ６，３６６ｔ     ７５％ 

５月    ８，２１０ｔ    ５，６４１ｔ     ６９％ 

６月   １０，４６８ｔ    ６，１７２ｔ     ５９％ 

７月    ６，０９０ｔ    ４，０９１ｔ     ６７％ 

                                                 

    合 計   ６４，３８８ｔ   ４７，３４２ｔ   ７３．５％ 

 

《 トピックス 》 

２８年産大豆生産計画、大幅増の見込み 

 農水省の報告によれば、ＪＡ全農と全集連を合わせた、２８年産大豆の作付面積は前年比

４％増の１２万３，７６３ｈａと拡大が見込まれており、集荷予定数量は、１０％増の２０万

８，１４４ｔと大幅増を見込んでいます。 

 北海道で小豆などからの作付転換により、１５％増と大幅な作付拡大が見込まれているほか、

青森、秋田、山形といった東北地方でも作付増加を見込んでいます。集荷見込みは、作付面積

の拡大と比例する形で、北海道、東北で堅調な増加、２７年産が日照不足などの影響で集荷量

が伸び悩んだ九州で大幅な増加を見込んでいます。 

 

２８年産主要品種作付け状況 

 作付面積は品種によってまちまちですが、北海道での作付拡大を反映して、とよまさりと 

ユキシズカが大きく増加しているほか、東北・関東・北陸で作付が拡大している里のほほえみ

は前年比２９％増となっています。また、ここ数年相場の動向を大きく左右していたフクユタ

カは前年並みを見込んでいます。 


